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「わたしたちも言
い
いたい」ではみなさまからのお便

たよ
りを募

ぼ
集
しゅう
しています（宛

あて
先
さき
は48ページ）。

生
せい
活
かつ
のこと、仕

し
事
ごと
のこと、暮

く
らしのことなどふだん感

かん
じていることを書

か
いてお送

おく
りください。
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きょうだいそれぞれに自分らしい生き方をしてほしいと願いつつ、
親として家族としてたくさんのジレンマを抱えながら日々を送ることもあります。
また、複雑な思いを抱えながら成長していくきょうだいも、少なくありません。
家族として、あるいは育成会としてきょうだいの問題に向きあうために、

まずはその思いに耳を傾けたいと思います。

思いに向きあう
のきょうだい
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東
京
の
テ
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局
で
報
道
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組
の
制
作
の
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事
を
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て
い
ま
す
。
27
歳
の
わ
た
し
は
３
人
姉

妹
の
長
女
で
、
一
番
下
の
妹
が
ダ
ウ
ン
症
で
す
。

妹
は
、
わ
た
し
が
９
歳
の
と
き
生
ま
れ
ま
し

た
。
小
学
生
だ
っ
た
わ
た
し
は
、
ダ
ウ
ン
症
な

ん
て
言
葉
自
体
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
目
の

前
に
い
る
妹
は
、
た
だ
た
だ
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ

ん
。
愛
し
く
て
、
か
わ
い
く
て
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
学
校
の
友
達
に
も
妹
が
生
ま
れ

た
こ
と
を
自
慢
し
、
み
ん
な
妹
を
見
て
「
か
わ

い
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
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普
通
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よ
り
も
ゆ
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く
り
成
長
し

障害のこと
さらっと話せる
世の中に
テレビ局ディレクター
植村優香

ふりかえって
感じること

家族や周囲に対して抱いてきた、もやもやした気持ち。
その一方で、重要なことを気づかせてくれたという思い。

きょうだいとして感じてきたことは、
簡単には説明できないものではないでしょうか。
社会人としてそれぞれの道をあゆむみなさんに、
そうしたきょうだいとして感じてきたことの
一端をつづっていただきました。

きょうだいとしてつづる思い
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